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プラズマ・核融合学会誌編集委員会

編集委員会委員長を引き受けて
1年がたとうとしています．通常

の編集後記には委員長は登場しないのですが，本学会誌
と英文誌 Plasma and Fusion Research（PFR）の両方で，
前委員長が段取りした改革を引き継いで実行することと
なり，この場を借りて，その改革について説明させてい
ただきます．
まずは学会誌ですが，原稿を入稿いただく際，ワード
でも TeXでも可なのですが，これまで印刷会社の都合で
TeX原稿でも組版をしており，TeXのメリットが生かせ
ていない上に式などで誤植が生じやすい状況でした．そ
こで，そのまま印刷できるTeXスタイルファイルを整備し，
さらに Overleaf上で編集作業と学会への提出もできる環
境を用意しました．これにより，TeXのメリットも生かせ，
誤植もなく印刷することができるようになり，特に式の
多い原稿を書かれる方には大きな改善となりました．是非，
ご利用ください．また，現在カラー印刷を申し込まれな
い場合はPDFも白黒ですが，PDF版のみカラーのオプショ
ンを現在検討中です．
次に PFRですが，オープンジャーナルとして，学会

ホームページと J-STAGEで論文の PDFを公開しており，
Impact Factorが昨年から付与されています．2024年 6 月
1日以降受付の論文については，J-STAGEで XML形式
による公開も行っています．これにより，検索にかかり
やすくなり，国内外で広く閲覧されることが期待されます．
この改革と同時に編集体制を見直し，学会事務局の負担
を軽減し，業務委託を行うこととなりました．そのため，
論文掲載料とページ掲載料の料金を見直し，著者の皆様
には実費負担をお願いすることとなりました．業務委託
に代わったことにより，編集作業等に遅延が生じている
状況が続いており，申し訳ありません．作業フローの見
直しなど，以前と同程度の日数で発行できるように努め
たいと思いますので，今後とも温かく見守っていただけ
ればと思います．
	 （村上　泉）
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